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スカート原型 の問題点と体型別補 正方 法のデ ータベース化 の試み

（県立松戸矢 切高） ○福田恵子、( 和洋女大文家政) 高橘和雄

賑扁漣麟 高等学校・大学 の被服教育は、原型 を基 に製作 を行っている が、体型や体格に合った製

図方 法に基づかない ため、仮縫い・補正 が必要となっている。また、補正方法も 熟知した者で

ないと難し いなどの問題点がある。そこで、体型 を基に原型を修正することにより、仮縫い・

補正 が不要となるような方法を検討し た。

滋灘縦体型は側面 から観察し たシルエット により６種類（ 正体、反身 体。後 傾体、屈身・扁平

体。肥満体。 厚身体）に分類す る1) 。文化式・ド レメ式等 における採寸方法と原型 の比較を行

う。被験者を選定し 。スカート を製作する。体型と製図と の関係を比較するために、 布の伸び

の影響 が入り にくいサテンを用 いた。まず、 ダ ーツにポ イント を絞り。 ①長 さ、R 位 置を規定

のも のから種々に変 えて、そ の影響 を観察し た。これら の結果から、体型 や体格に適し た修正

原型 の製図法を考察し、デ ータ ベース化して活 用で きるようにす る。適合性判定は。肉眼によ

る観察 のほかにコンピュ ータ画像処理 による定 量化も 試みた。
m 乗| 採寸値 が同じでも。扁平

の場合 にはド レ メ式でダ ーツ位置を約３ CI内側に移動したも の

が適合する。逆に。 厚みのある場合は、ド レ メ式 よりも文化式原型 を用いダ ーツの長さ を短く

した方 が適合する。他の体型に対し てもこのような検討を行い、補正方法のデ ータベ ース化を

試みた。（本報の一 部は1989 年度卒論生片山佳子と共同で行っ たも のである ）

南R難Iχ1）細野　 久：体型・補正・ 裁断 、文化出版局 。

D   2 成人女子の年齢特性を表すシルエットの抽出とシルエット評価

京都女大家政　 ○岡部和代　山名信子

成安女短大　　　 山本和枝

目 的　 加齢 により変化｡す る成人 女子 のから だつきの 特徴を明 らか にし、年 齢特性 を表 す

シルエ ットを抽出 して、 年齢 の異なる シルエ ット に対 してど のよう な評価 や イメージを い

だく のかを把 握するこ とを目的 とし た。

方法　 シルエ ットの 抽出に は、19 ～82 歳 の 成人 女子689 名 の シ ルエ ット 写真を 用い た。

シルエ ット写真 計測値 および体重 の51 項目 のデ ー タを 、主成 分分析 によっ て要約し 、個人

スコ アを出力 して、年 代別の 特徴を とらえ た。 個人 スコア と年代を 現 す値 によ って判別 分

析を行 い、実年 代と推定 年代 とが合致 し、し かも各年 代の 個人 スコアの平 均値 に近く、年

齢特性 を表 すシルエ ットを抽出 し た。 抽出し た７つ のシルエ ットを 提示資 料とし て、ど の

ような 部位 に注目 し てシルエ ットの評 価がな され るか、年 代の判定 や年代 別に いだく イメ

- ジ はどう か等につ いて質問 紙調査 法により 調査 した。

結果　 シ ルエット 写真計測 値を主 成分分析 した結果 、高 さの因 子、前 後のバ ラン スの因

子、 体幹部 厚みの因 子、体幹 部表面角 度の因 子、上下 の バラン スの因子等 が抽出 され た。

年齢 のグル ープ を　1)19~  24歳2)25~  34歳3)35~  44歳4)45 ～54 歳5)55~  64歳6)65 ～74

歳7)75 ～82 歳 と して ７つのシ ルエ ット を抽出 した。シ ルエ ットの評 価は、 まず姿勢 や体

幹部 の形状 によっ て評価 され、つ いで足、腕､ 胸 や ヒップ の形状な どから なさ れており、年

代の 推定 もかなり の的 中を得 た。年 齢 グループ別 シルエ ット に対 する イメ ージは若 さと美

し さの因子､ 力 強 さの因 子､ ふ くよ かさの因子 に要 約され た。
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